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　2020年のプレ開講から今年で５年

目を迎える「飛騨市民カレッジ」。面

白い学びの場づくりを進めており、

市民の人生を豊かにするためのさま

ざまな講座を開催しています。

◆多種多様な「学び」

　講師に著名人や大学教授、地域の

識者といったさまざまな分野の専門

家を招く講座や市民が自ら企画し講

師を務める「自主講座」があります。

　話を聞いて教養を深める講座はも

ちろん、体を動かしたり、物を作る講

座などもあり、幅広い世代の方が参加

できる機会を提供しています。

　また、自主講座からサークル活動へ

発展した例もあり、多角的な学びの機

会から「みんなで育てみんなが育つ魅

力あるまち」を目指しています。

◆世代を超えた学び合い

　多くの人に愛される「ジブリ」が

テーマの講座では、中学生から高齢者

まで幅広い世代が受講し、共通の話題

で盛り上がる、まさに「世代を超えた

学び合いの場」となりました。

　ほかにも、高校生が高齢者に俳句

を教える講座など、受講生同士での

多世代交流だけでなく、子どもから

大人へ教え、学び合う姿も見られる

ような講座も設定しています。

　目まぐるしく変化する社会の中で

学びの必要性があるのは子どもだけ

ではありません。生涯学び続ける喜

びや楽しみを感じられる講座をこれ

からも提供していきます。

　　　　　　　　　　　生涯学習課
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　近年「お墓を引き継ぐ者がいな

い」、「子どもたちが遠方に住んで

いる」などの理由で、墓じまいをす

る人が増えています。また、従来通

り墓地でお墓を建てて弔うというス

タイルではなく、樹木葬や納骨堂で

の遺骨安置などの跡継ぎのいらない

供養を選ぶ人もいます。

　そんな中、「散骨」という埋葬方

法を希望する人もあり、暗いお墓の

中に入れられるよりは、開放的な自

然の中で自由になりたいという考え

方もあるようです。

　しかし、「散骨」は意外と手間の

かかる上に、注意しなければならな

い点も多いのです。

　まず散骨する際、遺骨を２ミリ以

下の粉末にする必要があります。こ

れを個人で行うのは大変な労力がい

るので、専門業者に依頼することに

なります。

　また、散骨を行う場所ですが、当

然公共の土地や自分の土地ではない

場所に撒くわけにはいきません。こ

れも多くの場合、専門業者に依頼し

て海上や許可されている場所で行う

ことになります。たとえ自分の土地

であっても、散骨した後に少しでも

土をかぶせたりすると「墓地、埋葬

等に関する法律」に抵触する可能性

もありますので注意が必要です。

　終活することが身近になり、自分

の最期を自分で自由に希望すること

ができるようになった今、葬儀や供

養の方法を事前に決めておく人も増

えてきました。しかし、それらは当

然自分で行うわけにはいかず、家族

や身近な人に頼まざるを得ません。

　自分の希望する事が独りよがりに

ならないように、生前からの十分な

話し合いをしてみてください。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

独りよがりに
ならないために

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その64＞

　飛騨市民病院では、令和３年度よ

り患者様の満足度向上を目指し、ホ

スピタリティ活動に取り組んでいま

す。毎月開催するホスピタリティ推

進チーム会議には、各科の責任者や

事務局など９名のメンバーが参加

し、試行錯誤を重ねながら、患者様

にとってより快適な環境づくりを目

指しています。

　ホスピタリティとは、おもてなし

の心で、相手を尊重し、心から快適

に過ごせるよう、細やかな配慮を尽

くすことです。具体的には、相手の

ニーズを理解した対応、笑顔での接

客、気持ちの良い空間作りなどが挙

げられます。

　病院職員の接遇向上を目的とした

「まごころキャンペーン」は、ホス

ピタリティ推進チーム会議の具体的

な活動の１つです。キャンペーンで

は、「思いやりの言葉」をテーマ

に、ポスターを掲示し、全職員で

１ヵ月間徹底した接遇を実践するこ

とで、病院の基本理念の１つである

「思いやりの心」を体現していま

す。

　各回のキャンペーンの標語は職員

から募集し、投票形式で選出してい

ます。選ばれた標語は、ポスター掲

示やデジタルサイネージ（電子掲示

板）、ホームページ掲載などに活用

し、職員のモチベーション向上と意

識付けに役立てています。

　また、新人看護師向けの研修で

は、ホスピタリティ（接遇）研修を

取り入れており、講師の失敗事例な

どを交えながらより実践的な内容構

成となっています。

　これ以外にも、以前より、職場環

境の改善を目的とした、５S（整

理・整頓・清掃・清潔・しつけの頭

文字を取った言葉）活動を実践して

おり、業務の効率化や安全性の確保

につながるよう取り組んでいます。

　これからもこれらの活動を一つひ

とつ丁寧に実践し、地域に愛される

病院をめざしていきたいと思ってい

ます。

飛騨市民病院

0578-82-1150

地域を愛し、

愛される病院をめざして
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